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　6月24日から29日にかけて、学内各所で環境週間「Earth Week 
Dokkyo 2019 ～Summer～」が開催された。このイベントは、地球環
境保全に関する啓発活動を実施し、持続可能な社会を実現することを
目的として2016年12月から半期に１度実施している。
　6月26日には、講演・討論会「フクシマの未来を考える～大学生のう
ちに知っておくべきこと～」が開催され、ゲストとして、伊達市出身で福
島県や埼玉県小川町などでアンバサダーを務めるタレントの長沢裕氏
が登場。福島県で「大学生の力を活用した集落復興支援事業」に参加し
ている学生らと、パネルディスカッションなどを行った。
　その他、期間中には、ラベンダースティック作りや、福島県産そば粉と
草加市産の野菜等を使った手作りピザ配布、西棟省エネ・創エネ設備の
エコキャンパスツアー、緑と小さなマルシェなど数多くのイベントが行
われた。　　　　　　　　　　　　　　（学生記者／伊藤・川上・深見）

国際環境経済学科・環境共生研究所共催
Earth Week Dokkyo 2019 ～Summer～
開催

　法学部の鈴木淳一ゼミは、8月4日から6日の3日間、メイプルイン幕
張(千葉県)で模擬国際会議を開催した。模擬国際会議は、現実の国際問
題について、担当国を決めて学生が政策を立案して交渉を行うもので、
本年度で19回目となる。
　今回のテーマは「文明間接触と植民地責任」。旧植民地の人々の中に
は、植民地支配を行っていた欧米諸国の責任を問責する人たちがおり、
いくつかの旧宗主国も自らの責任を認めて謝罪や補償を行っている。し
かし、現在の国際法を過去に遡及させて責任を問うことは様々な法的問
題を生じさせる。本会議は、植民地責任をめぐる世界の対立の解決を目
指したもので、真剣な交渉の結果、
条約案が採択された。
　会議を見学した卒業生の一人は
「学生時代の苦労を思い出した。模
擬国際会議で習得した対人能力は、
就職活動や就職後の実務でも役
立っている」とコメントした。

法学部　鈴木淳一ゼミ｢模擬国際会議｣開催
　6月30日、獨協大学父母の会主催による父母懇談会が、長野県長野市
のホテルメルパルク長野にて行われ、父母・教職員・同窓会関係者合せ
て88名が出席した。
　全体会では、父母の会より中澤俊勝代表幹事、大学より江花輝昭外国
語学部長、一般社団法人獨協大学同窓会より須藤明弘会長が挨拶。続い
て平井岳哉キャリアセンター所長による就職に関する講演と、長野県産
業労働部労働雇用課の東賢佑氏による「首都圏へ進学した大学生への
UIJターン就職のすすめ～長野県のUターン就職支援の取組みについ
て～」と題した講演が行われた。懇親会では出席者相互が交流を深め、
盛況のうちに終了した。
　なお、父母の会では、10月19日(土)にキャンパス内にて父母懇談会
を、12月8日(日)大阪府大阪市にて父母交流会の開催を予定している。

長野市にて父母懇談会を開催

■テーマ　「Make Your Day ～Do you believe in magic?～」
　ハロウィンの世界が広がる雄飛祭で、来場者に魔法にかかったような
素敵な１日を過ごしてもらいたいという願いが込められています。
■イベント
・ゼミやクラブ・サークルによる発表、展示、模擬店　
・ホラーハウス　呪われた病室　
・よしもとお笑いライブ2019～令和も雄飛で大笑い～
・BOO！！～まだ私たちハロウィン？～（脱出ゲーム）
・おいしいものいちばん（模擬店コンテスト）
・フリーマーケット
・大道芸（バルーンアート）
・獨協Walker
・縁日
・Miss&Mr.Dokkyo Contest 2019
・バブルサッカー
・開祭式、閉祭式
・落書きスペース～パンプキンアート～
■問合わせ先  dokkyo_yuhifes@yahoo.co.jp（雄飛祭実行委員会）
■ホームページ　https://www.dokkyo-55yuhifestival.com
■Twitterアカウント　@yuhifes

第55回　雄飛祭　11月1日（金）・2日（土）

　8月3日、東京宝塚劇場において「東京宝塚劇場 宝塚歌劇 団体鑑賞」
が行われ、学生89名が宝塚の世界を体験した。今回観賞したのは、浅田
次郎氏のベストセラー小説を舞台化した「壬生義士伝」と、ジャズ、ロッ
ク、ラテンなど様々な「音楽」の
起源から今日に至るまでの発
展をテーマにダイナミックに表
現した「Music Revolution!」
の、雪組による二本立て公演。
開演からフィナーレまで約3
時間、参加した学生は、豪華な
世界に魅了されている様子
だった。

父母の会主催芸術・芸能鑑賞企画
「宝塚歌劇 団体鑑賞」開催報告

　獨協大学父母の会では、本学学部学生のチャレンジ活動に対して、助
成や顕彰を行う「学生チャレンジ支援プログラム」を実施しています。
2019年度第2期申請（5月1日～6月30日）
は、チャレンジ活動助成1件が採用されました。
現在、2019年度第3期申請を受付ています
（10月31日締切）。応募詳細は、中央棟2階総
合企画課内父母の会事務局まで（048-946- 
1962）。
第2期審申請の審査結果は以下のとおりです。
＜第2期申請審査結果　チャレンジ活動助成＞
■島村りちな（国関法3年）
「多文化国家カナダで多様性理解を深める方
法を導き出す！」に対し、100,000円を助成。

獨協大学父母の会
「学生チャレンジ支援プログラム」審査結果

　留学や海外体験を希望する方の情報収集の場とし
て、今年も留学フェアを実施します。どなたでも自由に
参加できます。また、10月1日から8日まで、天野貞祐
記念館4階 ICZで各言語圏への留学体験等を日替わ
りで紹介するプレ・ウィークイベントも実施します。

■獨協大学留学フェア2019
日時：10月9日（水）　12:50～17:00
場所：学生センター1階　雄飛ホール
内容：①ミニセミナー（国別の留学事情や語学試験説明、個人留学、奨

学金、就職等）
②個別相談ブース（参加協力団体、留学経験者、海外協定校から
の留学生、学内関連部署）
③関連資料配布コーナー

参加：予約不要、入退場自由
※タイムテーブルや参加団体など、詳細は国際交流センターHP参照

■プレ・ウィークイベント「世界が舞台！ ～ Make It Happen! ～」
　本学の留学制度のほか、様々な留学方法や体験談を、言語圏ごとに日
替わりで紹介します。会場は天野貞祐記念館4階 ICZ Room 2です。
英語圏　　　　10月1日（火）12:45～13:25
スペイン語圏　10月2日（水）12:45～13:25
ドイツ語圏　　10月3日（木）12:45～13:25 
フランス語圏　10月4日（金）12:45～13;25
中国語圏　　　10月7日（月）12:45～13:25
韓国語　　　　10月8日（火）12:45～13:25

留学フェア2019　10月9日（水）開催メディアに登場した獨協大学
（19年6月16日～19年8月31日）

■森永卓郎経済学科教授
「筋肉は裏切らない？」と題したコラム内でインタビュー記事が
掲載された（6月18日・朝日新聞朝刊・13面）

■陰山孔貴経営学科准教授
「4つ星以上の商品だけ扱うリアル店舗『アマゾン４スター』本
当の狙い」のタイトルで、論説が掲載された（７月11日・講談社
デジタルコンテンツ「マネー現代」）

■「STAFF ONLY」と書かれた扉の奥について調査するコー
ナー内で、本学図書館の自動書庫や閉架書庫などが紹介され
た（7月12日・日本テレビ「ZIP！」）

■右崎正博名誉教授
国によるハンセン病元患者の隔離政策についてコメント（7月
12日・東京新聞夕刊・6面）

■森永卓郎経済学科教授
「増税ならデフレに逆戻りも」と題したインタビュー記事が掲
載された（7月13日・朝日新聞朝刊・29面・コラム「2019参院
選 私の争点」）

■本田浩邦経済学科教授
現在の資本主義の長期停滞と経済政策の論点についてコメ
ント（8月3日、10日・ラジオ日本「清水勝利のこれでいいのか
ニッポン!!Part2」）

■木原隆司国際環境経済学科教授
ミャンマーの株式市場に関してコメント（8月13日・英語雑誌
「Nikkei Asian Review」）
■岡部康弘経営学科教授
「スマホ決済アプリはどれが生き残るか？」と題したコラムが
掲載された（「PRESIDENT」8月16日号）

　7月13日、東棟E-311教室において、獨協大学英語教育研究会
（DUETA）による第9回ワークショップが開催された。演題は「『書く』こ
とを通して『書ける』ようになる？ ―コミュニケーションを支える文法の
指導―」。
　講師の高田智子氏（明海大学外国語学部教授）は、授業においてイン
プットが圧倒的に不足しているために予測文法が育たないことを指摘
し、文法項目や語彙などの言語材料と使用する場面や伝えようとする内
容と関連付けた言語活動を効果的に結び付けることの重要性を示した。
参加者は言語活動において実際にどのような支援が可能かを話し合
い、具体的な書く活動例を体験した。ワークショップには中高の教員、本
学在学生・卒業生を含めて、学内外から約50名が参加した。
■獨協大学英語教育研究会（Dokkyo University English Teaching Association: 
DUETA）は、英語教育に携わっている本学の卒業生、または将来携わりたいと考えて
いる本学の学生を始め、広く一般に英語教育に携わっている人、あるいは英語教育に
関心のある人を対象とし、互いに交流を深めることを目的として活動している。

獨協大学英語教育研究会（DUETA）
第9回ワークショップを開催
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